
　氏の作品からは、木口木版による美しい版の作品からは優れた技

巧が伺えるのと同時に、モチーフに用いられている蝶や植物、版自

＜アーティストステートメント＞

 私は自然界との距離感や共存を意識し、動植物の子細

な表情を深く掘り下げた版画作品の制作を行っている。

その表現方法は木口木版技法を中心に制作し、版画表現

を平面形式のみに留めず、版の特性である複数性を活か

すことで、立体や空間表現などに応用し、新たな版表現

の可能性を模索しながら制作している。
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体が持つ媒体としての性質が巧みに

利用され、場面や構成が変わること

によって起こる「個」と「集合」の

振る舞いの変化に着目させられる。

　個へのある種の強制性を持った、

現代における記号とシステムから設

計された硬い集合に対する、柔らか

な集合の象徴を、作品から受け取る

事が出来るのではないだろうか。

＜アートイマジンギャラリー＞
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